
プレイレポート 

 
クレジットカードのことがだいたいなんとなくわかるゲーム 

 
    年   組   番  名前             

 

【A】 あなたはこのゲームでなにを選択したか教えてください。 

 1 掃除機はどれを買いましたか？ 

  □ お掃除ロボット  □ 高級サイクロン掃除機 □ 安い掃除機 

 

 Ⅱ テレビはなにをどの方法で買いましたか？ 

   ① なにを買いましたか？ 

  □ 液晶テレビ  □ コンパクトテレビ 

   ② どの方法で買いましたか？ 

  □ 翌月一括払い  □ 分割払い  □ リボ払い 

 

 Ⅲ 日常の買い物はどの方法ですることにしましたか？ 

  □ 現金払い  □ 翌月一括払い  □ リボ払い 

 

【B】 このゲームを最後までやってみた結果をおしえてください。 

 □ 星5つ☆☆☆☆☆ □ 星４つ☆☆☆☆ 

 □ 星３つ☆☆☆  □ 星２つ☆☆ 

 □ 星１つ☆ 

 □ 失敗／どうなりましたか？（                              ） 

 

【C】 このゲームをやってみて気がついたことがあれば、自由に書いてみましょう。 

                                                                                 

                                                                                

                                                                                

                                                                                

                                                                                

                                                                                

 

 

【司法書士からのアドバイス】 

 ゲームは楽しんでいただけましたか？ 

 クレジットカードは今や現代の消費生活には欠かせない必須アイテムとなっています。とても便利な反面、計画的

に利用することは案外難しいことだということもわかっていただけたのではないでしょうか。次のようなことに気をつ

けていれば、トラブルにはなりにくいというポイントをいくつかご紹介しておきます。大人になったときに思い出してみ

てください。 

 

(1) そのときもっているお金の範囲で使う。 

 クレジットカードはそのときもっているお金以上に利用することもできます。そこがクレジットカードのいちばん便利

なところだと思うかもしれません。でもどんなに計画的に利用したつもりでも、突然病気になったり失業したりといっ

た予想外のできごとが発生すると計画どおりに支払いができなくなることがありますよね。だから、そのときもってい

るお金の範囲で使うのがクレジットカードの賢い使い方なのです。 

 

(2) 支払い方法をよく考える。 

 そのときもっているお金の金額以上の買い物をクレジットカードでする場合には、翌月一括払いや分割払いなどの

支払い方法をよく考えることがなによりも大事です。それぞれの支払い方法の特徴をよく考えて、無理なく支払える

方法を選択しましょう。リボ払い（リボルビング払い）には特に注意が必要です。リボ払いは便利そうにみえますが、

繰り返し利用すると、今いくら利用していて、いつまで返済し続けなければならないのかがわからなくなってしまうこ

とがありますよ。とりわけ日常の買い物の支払いにリボ払いを利用することは避けた方がよいでしょう。 

 

(3) 支払いに困ったら相談する。 

 なにかの事情でクレジットカードの支払いができなくなってしまうことはあるかもしれません。そんなときに絶対にや

ってはいけないことは、どこかからお金を借りて支払う（返済する）ことです。 返済のためにお金を借りてしてしまう

と、最後は支払いができなくなってしまいます。クレジットカードの支払いに困ったら司法書士などの法律専門家に

必ず相談するようにしましょう。いろいろな事情で支払いができなくなったとしても、上手に法律を利用すれば解決

方法を見つけることができるかもしれません。 

 

動画「クレジットカードのしくみを知ろう！」も

見てくださいね。 


